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‘99 まつり 上
 

血
（
刻
 

祭
 
業
 

の
 
産
 

秋
 
町
 

ー
 
木
 

金
 

ト
習
字
ゃ
エ
作
な
ど
 

ト
お
米
を
当
て
る
ぞ
”
 

ト
産
業
ま
つ
り
会
場
か
ら
 

数
々
の
作
品
展
示
 

「サ
イ
コ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
ゲ

ー
ム
 

エ
フ
エ
ム
青
森
公
開
生
放
送
 

広報かなぎ（2) 

．
金
木
幼
稚
園
の
 

メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
演
奏
 

「金木幼稚園 町内保育所」学芸発表会 

そ博打ち体． 

▲ポーズがバッチリきまった 
第三保育所の遊戯「龍神火祭り」 

鎌響’篇； 

「
9
9金
木
町
産
業
文
化
ま
つ
り
」
 

が
、
十
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で

中
央
公
民
館
と
農
業
者
ト
レ

ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
期

間
中
大
勢
の
町
民
ら
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
 

文
化
ま
つ
り
の
部
で
は
、
嘉
瀬

安
全
協
会
婦
人
部
に
よ
る
交
通
安

全
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
町
内

の
児
童
、
生
徒
、
園
児
ら
に
よ
る

学
芸
発
表
。
ま
た
、
見
事
な
お
華

や
陶
工
芸
作
品
、
力
作
ぞ
ろ
い
の

書
道
や
絵
画
、
写
真
な
ど
が
場
内

い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
 

地
場
産
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
産

業
ま
つ
り
の
部
で
は
、
い
も
煮
会

や
い
も
焼
会
、
そ
ば
打
ち
体
験
が

行
わ
れ
、
ま
た
、
当
日
参
加
で
農

産
物
が
獲
得
で
き
る
ゲ

ー
ム
が
数

多
く
催
さ
れ
る
な
ど
、
来
て
お
い

し
い
食
べ
て
お
い
し
い
秋
の
祭
典

と
な
り
ま
し
た
。
 

▲なが～く鳴いてたまごをゲ’ット 



へ
 

今
シ
ー
ズ
ン
の
幕
を
閉
じ
た
金
 

木
町
朝
野
球
選
手
権
大
会
の
表
彰
 

式
が
十
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
 

で
開
催
さ
れ
、
出
場
し
た
チ
ー
ム
、
 

選
手
の
健
闘
を
讃
え
ま
し
た
。
 

【
A
級
】
 

一
位
 
c
I

T
Y

n
 

一
一位
 
金
木

町
役
場
 

1
1
1
位
 
金
木

倶
楽

部
 

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
 

川
口
泰
広
（
c
I
T
Y
n
)
 

三
塁
打
賞
 

其
田
光
平
（川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ
）
 

山
中
 
太

（
上町
ク
ラ
ブ
）
 

川
口
友
彦
（
上
町
ク
ラ
ブ
）
 

ニ
塁
打
賞
 

斎
藤
和
広
（
金
木
町
役
場
）
 
 

最
多
勝
利
投
手
賞
 

中
野
功
禎

（
リ
ラ
ッ
ク
ス
）
 

優
秀
選
手
賞
 

古
川
卓
寛

（c
I
T
Y
H
)
 

木
村
 
央

（
金木
町
役
場
）
 

徳
田
雅
丈
（
金
木
倶
楽
部
）
 

斉
藤
準
悦

（
リ
ラ
ッ
ク
ス
）
 

川
村
真
慶

（
県信
用
金
木
）
 

中
谷
 
力
（
川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ
）
 

川
口
友
彦

（
上町
ク
ラ
ブ
）
 

【
B
級
】
 

一
位
 
藤
枝
太
陽
ク
ラ
ブ
 

一
一
位
 の
 
ん
 べ
 
え
 ず
 

1
11位
 
オ
ー
ル

ス
タ

ー
 

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
 

小
野
敬
之
（
下
山
自
動
車
）
 

三
塁
打
賞
 

川
口
 
均
（
の
ん
べ
え
ず
）
 

ニ
塁
打
賞
 

斉
藤
 
学

（
オー
ル
ス
タ

ー
）
 

中
谷
吉
範

（
のん
べ
え
ず
）
 

最
多
勝
利
投
手
賞
 

田
中
道
典
（
藤枝
太
陽
ク
ラ
ブ
）
 

中
谷
吉
範

（
のん
べ
え
ず
）
 

優
秀
選
手
賞
 

工
藤
文
久
（
藤枝
太
陽
ク
ラ
ブ
）
 

伏
見
久
光

（
のん
べ
え
ず
）
 

斉
藤
 
学

（
オ
ー
ル
ス
タ
ー
）
 

下
田
博
行

（
下
山
自動
車
）
 

畠
山
寛
悦

（M
A
x
)
 
 

A
、
γ
り
タ
 
べ
 

4
八
」×
）
く
 
ノ
 

五
月
十

一
日
か
ら
開
か
れ
て
い

た
金
木
町
ナ
イ
タ
ー
バ
レ

ー
V
リ
 

ー
グ
戦
大
会
の
表
彰
式
が
最
終
日

の
十
月
十
二
日
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

九
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
十

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
と
も
年

々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
中
、
 

接
戦
を
制
し
た
の
は
朝
日
ク
ラ
ブ
。
 

二
年
連
続
、
四
回
目
の
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。
 

第

一
位
 
朝
 
日
 
ク
 ラ

Jフ
 

第
一
一位
 
ド

ン
ブ

ラ
ー
ズ
 

第
一一
一位
 
上
 
町
 ク
 
ラ
．
フ
 撲

 

十
月
ー
日
、
東
京
都
立
川
市
で

開
催
さ
れ
た
第
十
六
回
全
国
少
年

相
撲
立
川
大
会
で
、
金
木
町
の
選
 
 

手
た
ち
が
大
健
闘
し
ま
し
た
。
 

前
日
に
東
京
入
り
し
た
選
手
た

ち
は
、
荒
磯
親
方

（
嘉
瀬出
身
・

元
小
結
二
子
岳
）
の
お
世
話
に
な

り
、
同
部
屋
に
宿
泊
。
部
屋
の
土

俵
で
け
い
こ
を
し
、
ち
ゃ
ん
こ
で

力
を
つ
け
て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
 

同
大
会
に
は
、
全
国
各
地
よ
  n
ノ
 

百
十
三
チ
ー
ム
、
八
百
七
十
二
名

が
参
加
。
団
体
戦
に
参
加
し
た
金

木
ク
ラ
ブ
は
全
力
を
尽
く
し
て
頑

張
っ
た
も
の
の
、
全
国
の
壁
に
阻
 

ま
れ
、
二
勝

一
敗
で
予
選
突
破
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
個
人
戦
で

は
、
小
学
三
年
の
部
で
野
上
怜
選

手
が
準
優
勝
と
好
成
績
を
納
め
、
 

四
年
生
の
部
の
津
島
祐
希
選
手
と

中
学
生
オ
ー
プ
ン
の
部
の
新
岡
秀

一
選
手
も
ベ
ス
ト
8
ま
で
進
出
し

ま
し
た
。
優
勝
候
補
と
の
対
戦
に

惜
し
く
も
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、
 

各
選
手
と
も
精
い
っ
ぱ
い
力
を
出

し
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
鳴
海
町

長
や
父
兄
ら
の
声
援
に
こ
た
え
て
 
 

い
ま
し
た
。
 

全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
金
木

町
内
の
各
小
・
中
学
校
相
撲
部
で

は
、
 一
緒
に
全
国
を
目
指
す
選
手

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

第
5
回
走
れ
メ
ロ
ス
 

駅
伝
競
走
大
会
 

【小
学
校
の
部
】
 

一
位
 
金
木
小
学
校
A
 

ニ
位
 
川
倉
小
学
校
 

三
位
 
喜
良
市
小
学
校
 

⑥
区
間
賞
 

一
区
 
封
馬
 
祐
季
（
嘉
 
瀬

一
一
区
 田
中
 
志
保
（
金
木
c
)
 

一一
一
区
 工
藤
 
剛
志
（川
 
倉
）
 

四
区
 
川
嶋
 
麻
耶
（
金
木
A
)
 

棟
方
 
裕
也
（
喜良
市
）
 

今
 
綾

乃
（
喜良
市
）
 

其
田
和
可
菜
（川
 
倉
）
 

【
中学
校
の
部
】
 

一
位
 
金
木
南
中
学
校
A
 

一
一
位
 
金
木中
学
校
A
 

三
位
 
金
木
南
中
学
校
B
 

⑥
区
間
賞
 

一
区
 
飯
塚
 
緑

（
金南
A
)
 

一
一
区
 岡
田
 
大
輔
（
金南
A
)
 

一一
一
区
 新
岡
 
伸
子
（
金
木
A
)
 

四
区
 
伊
藤
 
棚
太
（
金南
A
)
 

五
区
 
古
川
有
希
乃
（
金南
A
)
 

六
区
 
奈
良
 
享
平
（
金南
A
)
 

◇
大
会
新
記
録
 

一
区
 
飯
塚
 
緑

（
金
南
A
)
 

泉
谷
由
李
香
（
金
木
A
)
 

’、、  

▲優勝したC I T Y IIのメンバー 

レ 
~ 
ボ 

~ 
ノレ ▲勝利の笑顔、朝日クラブ力 

相 

▲誘親方を囲む未来の力士たち 

プに 五
区区 

(3）広報かなぎ 



麟
麟
欝
鷺

等
ち
麟
礁
麟
ひ
ぎ
（
"）
ぎ
」瞬議
欝
 

難
麟
 

奪
薦
翻
汐

ノ
 

(
 

広報かなぎ（4) 

●
に
ぎ
や
か
な
声
が
 

公
園
内
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
 

●

出
席
者
全
員
で

校
歌
斉
唱
 

と
も
だ
ち
い
っ
ぱ
い

で
き
た
か
な
 

保
育
交

流

会
 

町
内
四
保
育
所
に
よ
る
年
長
組

保
育
交
流
会
が
十
月
十
三
日
、
芦

野
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
交
流
会
は
来
春
、
小
学
校

入
学
を
控
え
た
年
長
組
の
園
児
た

ち
の
友
だ
ち
づ
く
り
の
た
め
に
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
が

六
回
目
。
各
保
育
所
の
園
児
が

一
 

緒
に
な
っ
て
歌
や
ゲ

ー
ム
を
楽
し

み
、
持
参
し
た
お
弁
当
を
食
べ
な

が
ら
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
て
い
ま

し
た
。
 

ま
た
、
第
二
保
育
所
の
杉
山
倭

文
子
総
括
主
任
保
育
士
が
こ
の
よ

う
な
保
育
交
流
会
な
ど
の
活
動
を

ま
と
め
た
研
究
発
表
を
行
い
、
北

海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究

大
会
の
本
県
代
表
四
人
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
こ
の
発
表
が
評
価
さ
れ
、
 

こ
の
ほ
ど
県
保
育
連
合
会
よ
り
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

、 

Iい 
の 

支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
百
二
十

周
年
を

ー
つ
の
節
目
に
新
世
紀
へ

向
け
て
、
よ
り
一
層
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
」
と
式
辞
。
歴
代
教
職
員

や
歴
代
P
T
A
役
員
な
ど
に
感
謝

状
を
贈
っ
た
後
、
鳴
海
町
長
ら
が

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し

て
、
以
前
か
ら
交
流
を
深
め
て
い

る
サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
の
皆
さ
ん

に
よ
る
登
山
ば
や
し
と
全
校
児
童

に
よ
る
太
刀
振
り
が
披
露
さ
れ
る

と
、
あ
し
の
園
の
園
生
ら
を
は
じ

め
と
す
る
出
席
者
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

120周年の 

節目を祝う 

川倉小学校で記念式典 

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

じ
ゃ
が
い
も
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
そ

の
ー
つ
。
二
十
日
は
、
J
R
c
部

二
名
が
代
表
し
て
サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
 

ー
ム
を
訪
れ
、
じ
ゃ
が
い
も
と
手

作
り
の
ポ
テ
ト
コ
ロ
ッ
ケ
を
園
生

一
人
ひ
と
り
に
手
渡
す
と
、
園
生

に
替
わ
っ
て
職
員
ら
が
 
「
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
す
」
 
と

お
札
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

部
員
の
方
々
は
 
「皆
さ
ん
が
お

い
し
か
っ
た
と
喜
ん
で
く
れ
る
顔

や
お
札
の
カ
ー
ド
を
送
っ
て
く
れ

た
り
す
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
」
 
と
話
して
い
ま
し
た
。
 

川
倉
小
学
校

（
校長
廿
工
藤
俊

治
）
の
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式

典
が
十
月
三
十
日
、
全
校
児
童
と

教
職
員
、
来
賓
な
ど
約
百
五
十
人

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
校
は
、
明
治
十
ニ
年
三
月
、
 

藤
枝
に
藤
枝
尋
常
小
学
校
と
し
て

創
設
さ
れ
、
そ
の
後
七
タ
野

（
国

道
端
）
に
校
舎
を
新
築
。
昭
和
三

十
四
年
、
現
在
地
に
校
舎
を
移
転

し
て
い
ま
す
。
 

式
典
で
は
、
工
藤
校
長
が
 
「
地

域
の
方
々
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
 

ト
「
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔
で
 

（
サ
ン
トピ
ア
ホ
ー
ム
）
 

こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

金
高
生
手
作
り
 

じ
ゃ
が
い
も
贈
る
 

十
月
二
十

一
一
十一
日
の
両
日
、
 

金
木
高
校

（
校
長廿
村
上
謙
蔵
）
 

の
食
物
の
授
業
と
家
庭
ク
ラ
ブ
、
 

J
R
c
部
の
生
徒
ら
が
手
作
り
の

じ
ゃ
が
い
も
を
町
内
の
老
人
ホ

ー
 

ム
や
金
木
病
院
な
ど
に
贈
り
ま
し

た
。
 

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
と
町

福
祉
協
力
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る

同
校
は
、
活
動
の

一
環
と
し
て
町

内
の
施
設
慰
間
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
 

」

一
 

麟
鳳
‘
 

F
ド
 



▲お世話になった米谷さん夫妻 
（後列右）と一緒に 

リ
ン
ゴ
 

収
穫
体
験
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
し
の

園
（
園
長
廿
中
谷
衛
）
の
園
生
に

よ
る
リ
ン
ゴ
の
収
穫
体
験
が
十
月

十
三
日
、
中
柏
木
の
リ
ン
ゴ
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
収
穫
体
験
は
、
リ
ン
ゴ
栽

培
を
始
め
て
三
年
目
に
な
る
米
谷

哲
さ
ん
（
喜
良
市
）
が
、
収
穫
の

喜
び
を
園
生
の
皆
さ
ん
に
も
味
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
と
行
っ
た
も
の
。
 

嘉
瀬

小
 

森
林
教
室
 

山
の
緑
が
う
っ
す
ら
と
紅
葉
し

始
め
た
十
月
二
十
五
日
、
金
木
町

の
民
有
林
で
嘉
瀬
小
学
校
森
林
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
六
月
の
 
「
嘉
瀬
小
学
校
緑

の
少
年
団
」
の
結
団
に
と
も
な
い
、
 

北
地
方
農
林
事
務
所
が
山
の
仕
事

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
開

い
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
六
年
生

三
＋
五
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
児
童
ら
は
、
良
い
材
木
を

作
る
た
め
に
重
要
な
枝
打
ち
と
い

う
作
業
を
体
験
。
職
員
か
ら
ノ
コ

ギ
リ
の
使
い
方
と
枝
の
切
り
方
に
 

「
カ
ル
シ
ウ
ム
入
り
の
肥
料
を
使

用
し
、
体
に
良
い
お
い
し
い
リ
ン

ゴ
が
出
来
た
の
で
、
ぜ
ひ
食
べ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
」
 
と
語る

米
谷
さ
ん
。
以
前
か
ら
子
ど
も
会

活
動
な
ど
を
通
し
て
同
園
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
こ
の
日
は
十
名
の
園
生

を
招
待
し
て
リ
ン
ゴ
も
ぎ
を
行
い

ま
し
た
。
 

園
生
ら
は
 
「初
め
て
の
体
験
で

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
や
っ

て
み
た
い
」
 
と
話し
、
た
く
さ
ん

の
リ
ン
ゴ
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
 

つ
い
て
指
導
を
受
け
た
後
、
 ヘ
ル

メ
ッ
ト
と
軍
手
を
着
け
、
早
速
手

の
届
く
範
囲
内
の
枝
打
ち
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
後
、
枝
打
ち
ロ
ボ

ツ
ト
の
作
業
を
見
学
。
児
童
を
代

表
し
て
松
川
幸
祐
樹
く
ん
が
ロ
ボ

ツ
ト
の
リ
モ
コ
ン
操
作
に
挑
戦
し
、
 

次
々
と
枝
を
切
り
落
と
し
て
い
ま

し
た
。
 

児
童
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
け
ど

枝
が
な
か
な
か
切
れ
な
く
て
。
林

業
は
大
変
な
仕
事
だ
け
ど
、
私
た

ち
の
生
活
に
と
て
も
重
要
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
話
し
、
 

枝
打
ち
体
験
を
と
お
し
て
、
酸
素

や
水
の
供
給
の
た
め
に
林
業
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
 
 

●

山
林
へ
向
け
て
放
水
訓
練
 

!
 平

成
十

一
年
度
金
木
町
総
合
防

災
訓
練
が
＋
月
二
十
日
、
金
木
町

消
防
団
員
、
金
木
消
防
署
員
ら
約

百
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
、
金
木
消
防
署
前
で
 
 

開
会
式
が
行
わ
れ
、
本
部
長
の
鳴

海
町
長
が
 
「災
害
は
い
つ
ど
こ
で

ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
る
か
予
測

で
き
な
い
。
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
ら
で
守
れ
る
よ
う
、
有
事
に

対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
」
と訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
地
震
発
生
に
よ
る
出

火
、
山
林
火
災
を
想
定
し
た
中
継

送
水
放
水
訓
練
が
喜
良
市
双
葉
町

山
林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
団

員
ら
は
、
用
水
路
か
ら
ニ
十
メ
ー
 

ト
ル
の
ホ
ー
ス
十
七
本
を
つ
な
ぎ

あ
わ
せ
て
水
を
組
み
上
げ
、
素
早

い
動
き
で
山
林
の
消
火
訓
練
に
あ

た
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
 

消
防
署
前
で
は
、
救
助
工

業
作

車
が
出
動
し
、
消
防
署

咋

員
が
油
圧
カ
ッ
タ

ー
な
ど

鋤

で
車
勧

体
o

車
内
に
閉

る
 じ
込
め
ら
れ
た
人

（
ダ
ミ
 

」
 
ー
人
形
使
用
）
を
救
出
す

員
る
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

曙
 
こ
の
他
、
消
防
団
員
に
よ

助

る
蜘
か
搬
迦
訓
細
と
御
場
 

▲
 職
員
ら
の
消
火
訓
練
が
行

わ
れ
、
地
域
の
防
災
体
制

の
強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
 

天
災
・
人
災
に
備
え
 

総
合
防

災

訓
練
 

ト
初
め
て
と
は
思
え
な
い
 

手
つ
き
で
枝
を
切
る
児
童
ら
 

(5）広報かなぎ 


